
ＪＲ東海がリニア中央新幹線の着工認可を申請してから、マスコミ各社は批

判の記事を報道しています。今度は、10月13日付『読売新聞』社説です。

『読売新聞』といえば、財界・政界などを重視するマスコミで、この間もリ

ニア推進の立場からの記事が多く掲載されてきました。しかし、今になってこ

のような社説を掲載すると

いうことは、財界の間でも

リニア中央新幹線が日本の

将来の不安要素となること

を指し示すことになったの

ではないかと思えてなりま

せん。

記事の内容は、ＪＲ東海

労がこの間訴えてきたこと

と大差はありません。国土

交通省は、この社説の通り、

リニア中央新幹線計画その

ものを見直すべきです。そ

して、ＪＲ東海で働く全て

の社員も、リニア問題を真

剣に考えるべきです。

リニアは待った！社説報道続々
今度は『読売新聞』
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